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第3四半期連結業績概要（前四半期比）
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品種構成の改善と営業外収益（為替差益）により大幅に増益

（単位：百万円）
2013年3月期

第2四半期
(2012.7.1～2012.9.30)

2013年3月期

第3四半期
(2012.10.1～2012.12.31)

増減額 増減率

売上高 48,909 50,588 1,679 3.4%

営業利益 348 1,899 1,550 444.5%

経常利益 △123 4,062 4,186 －

当期純利益 1 3,026 3,025 －



第3四半期事業セグメント別業績（前四半期比）
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電子部品事業は増収増益、記録製品その他事業の赤字が縮小

（単位：百万円）
2013年3月期

第2四半期
(2012.7.1～2012.9.30)

2013年3月期

第3四半期
(2012.10.1～2012.12.31)

増減額 増減率

電子部品 43,680 44,845 1,165 2.7%

記録製品その他 5,229 5,742 513 9.8%

売上高合計 48,909 50,588 1,679 3.4%

電子部品 463 1,938 1,475 318.7%

記録製品その他 △114 △39 74 －

セグメント利益合計 348 1,899 1,550 444.5%



第3四半期製品別売上高（前四半期比）
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コンデンサが売上を大きく伸ばすが、複合デバイスは減収

（単位：百万円）

2013年3月期

第2四半期
(2012.7.1～2012.9.30)

2013年3月期

第3四半期
(2012.10.1～2012.12.31)

増減額 増減率

コンデンサ 21,737 25,095 3,358 15.4%

フェライト及び応用製品 7,181 7,256 74 1.0%

複合デバイス 13,520 11,158 △2,362 △17.5%

その他電子部品 1,241 1,336 95 7.7%

電子部品計 43,680 44,845 1,165 2.7%

記録製品 3,606 4,257 651 18.1%

その他 1,623 1,485 △137 △8.5%

記録製品その他計 5,229 5,742 513 9.8%

合計 48,909 50,588 1,679 3.4%



第3四半期連結業績概要（前年同期比）
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品種構成の改善と営業外収益（為替差益）により大幅に増益

（単位：百万円）
2012年3月期

第3四半期
(2011.10.1～2011.12.31)

2013年3月期

第3四半期
(2012.10.1～2012.12.31)

増減額 増減率

売上高 44,307 50,588 6,281 14.2%

営業利益 △2,475 1,899 4,374 －

経常利益 △2,223 4,062 6,286 －

当期純利益 △3,376 3,026 6,402 －



第3四半期事業セグメント別業績（前年同期比）
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電子部品事業は増収増益、記録製品その他事業の赤字が縮小

（単位：百万円）
2012年3月期

第3四半期
(2011.10.1～2011.12.31)

2013年3月期

第3四半期
(2012.10.1～2012.12.31)

増減額 増減率

電子部品 37,834 44,845 7,011 18.5%

記録製品その他 6,472 5,742 △729 △11.3%

売上高合計 44,307 50,588 6,281 14.2%

電子部品 △2,385 1,938 4,324 －

記録製品その他 △89 △39 50 －

セグメント利益合計 △2,475 1,899 4,374 －



第3四半期製品別売上高（前年同期比）
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スーパーハイエンド品の需要増により、コンデンサが増収

（単位：百万円）

2012年3月期

第3四半期
(2011.10.1～2011.12.31)

2013年3月期

第3四半期
(2012.10.1～2012.12.31)

増減額 増減率

コンデンサ 19,680 25,095 5,414 27.5%

フェライト及び応用製品 6,617 7,256 639 9.7%

複合デバイス 10,580 11,158 577 5,5%

その他電子部品 958 1,336 377 39.4%

電子部品計 37,834 44,845 7,011 18.5%

記録製品 4,799 4,257 △541 △11.3%

その他 1,672 1,485 △186 △11.2%

記録製品その他計 6,472 5,742 △729 △11.3%

合計 44,307 50,588 6,281 14.2%



用途分野別売上構成
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スマートフォン市場の拡大により、通信機器向けの比率が40%に
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第3四半期対米ドル為替レートと為替変動による影響
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（単位：円）
2012年3月期

第3四半期
(2011.10.1～2011.12.31)

2013年3月期

第2四半期
(2012.7.1～2012.9.30)

2013年3月期

第3四半期
(2012.10.1～2012.12.31)

期中平均レート 77.04 79.01 79.36

末日レート 77.74 77.57 86.56

前四半期比 0.35円の円安。売上高で+2億円の為替影響。営業利益への影響は軽微。

前年同期比 2.32円の円安。売上高で+11億円、営業利益で+3億円の為替影響。

※為替変動による影響額には、米ドル以外の通貨の影響も含まれます。



主要数値
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（単位：百万円）

2013年3月期

第3四半期
(2012.10.1～2012.12.31)

2013年3月期

第3四半期累計
(2012.4.1～2012.12.31)

2013年3月期

通期見通し
(2012.4.1～2013.3.31)

2013年3月期

通期見通しに
対する進捗率

研究開発費 1,732 5,024 7,000 71.8%

設備投資額 5,261 17,334 23,500 73.8%

減価償却費 5,049 14,349 20,000 71.7%

従業員数
(2012.12.31)

連結 16,192名 ［△219名］

単体 2,615名 ［△20名］
※［ ］内は2012.9.30比増減



2013年3月期
連結業績予想の修正



通期連結業績予想の修正
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円安による為替差益が発生、経常利益と当期純利益の予想を変更

（単位：百万円）

2013年3月期

前回予想
[2012.11.6発表]

(2012.4.1～2013.3.31)

2013年3月期

今回予想
[2013.2.13発表]

(2012.4.1～2013.3.31)

増減額 増減率

売上高 195,000 195,000 0 0.0%

営業利益 5,000 5,000 0 0.0%

経常利益 3,000 6,000 3,000 100.0%

当期純利益 0 3,000 3,000 －

為替レート 第4四半期の期中平均為替レートは1米ドル85円を想定。



（参考資料）通期製品別売上高予想
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11月時点の予想からの変更はなし

（単位：百万円）

2012年3月期

実績

(2011.4.1～2012.3.31)

2013年3月期

予想
［2012.11.6発表］

(2012.4.1～2013.3.31)

増減額 増減率

コンデンサ 82,796 87,000 4,204 5.1%

フェライト及び応用製品 27,929 28,500 571 2.0%

複合デバイス 46,050 52,500 6,450 14.0%

その他電子部品 4,076 5,000 924 22.7%

電子部品計 160,851 173,000 12,149 7.6%

記録製品 16,152 15,000 △1,152 △7.1%

その他 6,791 7,000 209 3.1%

記録製品その他計 22,943 22,000 △943 △4.1%

合計 183,795 195,000 11,205 6.1%



当資料に記載されている、当社（太陽誘電株式会社、および

当社グループ）に関する計画、業績見通し、戦略、確信等のうち、

将来の記述をはじめとする歴史的事実ではないものは、すべて

現在、当社が入手している情報に基づいて行った予測、想定、

認識等を基礎として記載しているものであり、その性質上、客観的に

正確であるという保証、ならびに将来その通りに実現するという

保証はありません。実際の業績は、数々の要素により、現状の

見通し等とは大きく異なる結果となりえ、かつ、当社が事業活動の

中心とするエレクトロニクス市場は変動性が激しいことからも、

当資料に全面的に依拠することはお控えくださるようお願いいたし

ます。
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